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ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
キ
リ

ス
ト
教
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

二
〇
一
八
年
の
一
月
、
二
月
に
計
二

回
の
研
究
会
を
行
い
ま
し
た
。
続
け

て
二
〇
一
八
年
春
学
期
に
は
、
計
三

回
の
研
究
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
四
月
二
十
日
（
金
）
に
第

四
回
の
研
究
会
を
行
い
、
ク
リ
ス
テ
ィ

ア
ン
・
ヘ
ア
マ
ン
セ
ン
研
究
員
（
法

学
部
教
授
）
に
よ
る
「
ヨ
セ
フ
物
語
」

の
発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ィ
ム
・

ラ
イ
ス
作
詞
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ロ

イ
ド
＝
ウ
ェ
バ
ー
作
曲
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
主
に
と
り
あ
げ
、
創
世
記
の

ヨ
セ
フ
物
語
が
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
変
容
さ
れ
て
い
る
の
か
、
映
像
を

交
え
な
が
ら
議
論
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
六
月
二
一
日
（
木
）
の
第

五
回
研
究
会
は
公
開
で
行
わ
れ
、
大

宮
有
博
研
究
員（
法
学
部
教
授
）が「
神

義
論
な
き
悪
魔
？　

マ
ン
ガ
の
悪
魔

と
聖
書
の
悪
魔
」
と
い
う
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
手
塚
治
虫
『
ネ
オ
・
フ
ァ

ウ
ス
ト
』、
水
木
し
げ
る
『
悪
魔
く

ん
』、大
場
つ
ぐ
み
、小
畑
健
『DEATH

 

N
O

TE

』
な
ど
を
と
り
あ
げ
、
日
本
の

マ
ン
ガ
が
ど
の
よ
う
に
悪
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
キ
リ
ス
ト

教
に
お
け
る
神
義
論
を
説
明
す
る
た

め
の
存
在
で
あ
る
悪
魔
と
の
比
較
か

ら
議
論
し
ま
し
た
。

　

七
月
一
九
日
（
木
）
に
は
、
第
六
回

研
究
会
を
公
開
で
も
ち
、
難
波
功
士
研

究
員
（
社
会
学
部
教
授
）
が
「
ゴ
ス
ロ

リ
・
漫
画
に
み
る
キ
リ
ス
ト
教
関
連
表

象
を
め
ぐ
っ
て
」
と
い
う
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
ゴ
シ
ッ
ク
、
ゴ
ス
ロ
リ
が
、

西
洋
と
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

展
開
し
て
き
た
の
か
を
、
マ
ン
ガ
、
音

楽
、
映
画
な
ど
の
多
様
な
媒
体
か
ら
位

置
付
け
た
上
で
、
日
本
の
ゴ
ス
ロ
リ
・

マ
ン
ガ
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
表

象
が
ど
の
よ
う
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
会
で
は
、
刺
激
的
な

発
表
の
後
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
学
期
に
も
続
け
て
研
究
会
を
行

い
、
研
究
成
果
を
発
信
し
て
い
く
予

定
で
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
つ

つ
、
今
年
度
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義

学
校
で「
平
和
教
育
」に
関
わ
る
生
徒
・

学
生
へ
の
教
育
活
動
を
担
当
し
て
お

ら
れ
る
方
の
実
践
に
聞
き
つ
つ
、
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
」
と
い
う

も
の
が
、
一
部
の
科
目
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
だ
け
で
は
な
く
学
校
の
あ
ら
ゆ
る

活
動
を
通
し
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
の

と
類
似
し
て
、
広
義
の
「
平
和
教
育
」

も
学
校
全
体
に
よ
る
生
徒
・
学
生
へ

の
教
育
的
働
き
か
け
と
し
て
な
さ
れ

う
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
、
狭

義
の
「
平
和
教
育
」
が
位
置
づ
け
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
関
心
か
ら
、
第
六
回
研
究
会
（
六

月
一
五
日
）
に
澤
村
雅
史
氏
（
広
島

女
学
院
大
学
教
授
・
大
学
宗
教
委
員

長
）
を
招
き
、「
平
和
教
育
」
が
多
様

化
す
る
中
に
あ
っ
て
も
欠
か
せ
な
い

一
要
素
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
、
広

島
に
お
け
る
原
爆
投
下
と
被
爆
体
験

を
中
心
と
す
る
「
平
和
教
育
」
の
実

践
に
つ
い
て
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

広
島
女
学
院
大
学
と
本
学
の
合
同

授
業
「
平
和
学
特
別
演
習
『
ヒ
ロ
シ

マ
』」
を
担
当
さ
れ
て
き
た
実
践
に
基

づ
き
、
ど
の
よ
う
な
理
念
で
、
ど
の

よ
う
に
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
き
た

か
。
受
講
生
の
様
子
の
経
年
変
化
や
、

授
業
の
展
開
で
工
夫
を
重
ね
て
こ
ら

れ
た
点
も
含
め
て
報
告
を
う
か
が
い
、

質
疑
応
答
と
議
論
の
時
を
持
ち
ま
し

た
。
戦
前
・
戦
中
に
多
く
の
キ
リ
ス

ト
教
学
校
が
共
通
し
て
経
験
し
た
国

家
と
の
摩
擦
に
つ
い
て
、
非
戦
・
反

核
と
「
平
和
」
の
関
係
に
つ
い
て
、

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
お
け
る

平
和
教
育
の
固
有
の
性
格
に
つ
い
て

も
議
論
は
及
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
継
ぐ
形
で
、
次
回
は

一
〇
月
一
二
日
（
金
）
一
五
時
一
〇

分
よ
り
関
西
学
院
吉
岡
記
念
館
に
お

い
て
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。
教
科
化
さ
れ
る
「
道
徳
」
と

の
関
わ
り
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
主

義
教
育
の
独
自
性
を
問
い
、
ま
た
、

生
徒
と
の
対
話
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た

福
島
旭
氏
（
関
西
学
院
中
学
部
宗
教

主
事
）
か
ら
中
学
部
聖
書
科
で
の
実

践
に
基
づ
く
研
究
報
告
を
う
か
が
い
、

多
角
的
に
「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校

に
お
け
る
平
和
教
育
の
あ
り
方
」
を

論
じ
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

■

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

■

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
キ
リ
ス
ト
教

R
C
C
主
任
研
究
員　

東
　
よ
し
み

■
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の
展
開

　
―
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
に
お
け
る
平
和
教
育
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
―

　
R
C
C
セ
ン
タ
ー
副
長
　
村
瀬
　
義
史
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を
開
く
こ
と
は
、
本
セ
ン
タ
ー
の
目
的

に
適
う
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

　

当
初
は
、
大
学
在
学
生
の
保
証
人
を

対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
般
の
方

の
参
加
も
希
望
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
般
の
方
が
多
く
参
加
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

R
C
C
の
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、

よ
り
広
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
機
会

と
し
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
対
象
を
保

証
人
だ
け
に
限
定
し
な
い
こ
と
と
し
、

二
〇
一
四
年
度
か
ら
名
称
も
「
R
C
C

キ
リ
ス
ト
教
講
座
」
と
改
め
ま
し
た
。

　

R
C
C
が
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
講
師
は
、
宗
教
主
事
・
宣
教
師
・

神
学
部
教
員
が
交
替
で
担
当
し
て
い
ま

す
。
月
一
回
、
学
期
に
四
回
、
テ
ー
マ

を
設
け
て
、
聖
書
と
キ
リ
ス
ト
教
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
取
り
上
げ
る
、

興
味
深
い
講
義
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
の
テ
ー
マ
と
担
当
者
を
挙
げ
て
み

ま
す
。

二
〇
一
六
年
度
春
学
期

「
人
間
・
社
会
・
世
界
・『
わ
た
し
』

|
キ
リ
ス
ト
教
の
視
点
か
ら
」

（
加
納
和
寛
神
学
部
准
教
授
）

　

関
西
学
院
中
学
部
や
高
等
部
は
、
キ

リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の
一
環
と
し
て
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
聖
書

や
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
学
ぶ
集
い（
中

学
部
「
P
T
A
聖
書
を
学
ぶ
会
」、
高

等
部
「
P
T
A
育
友
会
聖
書
を
学
ぶ

会
」）
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

大
学
に
は
当
初
、
保
証
人
を
対
象
に

し
た
、
こ
の
よ
う
な
機
会
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
強
い
希
望
が
寄
せ
ら
れ
、

一
九
九
八
年
秋
か
ら
、「
父
母
の
た
め
の

キ
リ
ス
ト
教
講
座
」
を
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化

セ
ン
タ
ー
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育

の
内
実
化
を
図
る
」
こ
と
を
そ
の
目
的

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
学
生
の
保

証
人
を
対
象
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
講
座

二
〇
一
六
年
度
秋
学
期

「
使
徒
言
行
録
を
読
み
ま
し
ょ
う
」

（
大
宮
有
博
法
学
部
教
授
）

二
〇
一
七
年
度
春
学
期

「
不
寛
容
を
考
え
る

|
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
を
手
が
か
り
に
」

（
井
上
智
神
学
部
助
教
）

二
〇
一
七
年
度
秋
学
期

「
関
わ
り
を
生
き
る
歩
み

|
聖
書
の
人
物
と
わ
た
し
た
ち
の
生
き

方
を
と
お
し
て
」

（
梶
原
直
美
教
育
学
部
准
教
授
）

　

今
年
度
春
学
期
は
「
関
西
学
院
の

キ
リ
ス
ト
教
」
を
テ
ー
マ
に
、
田
淵

　

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
キ
ン
グ
の
小
説
を

フ
ラ
ン
ク
・
ダ
ラ
ボ
ン
監
督
が
映
画
化

し
た
作
品
。

　

有
能
な
銀
行
員
ア
ン
デ
ィ
は
、
無
実

の
罪
で
終
身
刑
の
判
決
を
受
け
シ
ョ
ー

シ
ャ
ン
ク
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
る
。
腐

敗
し
た
刑
務
所
で
ア
ン
デ
ィ
は
他
の
囚

人
た
ち
に
酷
い
目
に
あ
わ
さ
れ
つ
つ
も
、

レ
ッ
ド
ら
何
人
か
の
囚
人
た
ち
と
心
を

通
わ
せ
、
看
守
た
ち
に
も
よ
い
印
象
を

与
え
、
次
第
に
刑
務
所
内
で
の
信
頼
を

得
て
い
く
。
や
が
て
ア
ン
デ
ィ
は
脱
走

計
画
を
企
て
、
二
〇
年
近
く
そ
の
た
め

に
努
力
を
続
け
る
の
だ
っ
た
。

　

所
長
ノ
ー
ト
ン
と
ア
ン
デ
ィ
が
暗
唱

聖
句
で
や
り
取
り
す
る
シ
ー
ン
は
有
名

だ
が
、
全
体
に
キ
リ
ス
ト
教
的
色
彩
が

濃
い
作
品
だ
。
原
題 "The Shaw

shank 
Redem

ption"

の "Redem
ption"

（
贖

い
）
は
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
よ
る

救
い
を
示
す
神
学
用
語
で
、
ア
ン
デ
ィ

が
「
贖
い
主
キ
リ
ス
ト
」
に
重
ね
ら
れ

て
い
る
の
は
種
々
の
点
か
ら
確
か
め
ら

れ
る
。
彼
は
自
ら
危
険
を
冒
し
つ
つ
他

の
囚
人
た
ち
の
心
を
解
放
し
、
最
後
に

は
ノ
ー
ト
ン
の
悪
を
暴
き
刑
務
所
を
そ

の
支
配
下
か
ら
解
放
す
る
。
そ
の
過
程

で
ア
ン
デ
ィ
自
身
も「
贖
わ
れ
て
」い
く
。

自
分
を
閉
ざ
し
て
生
き
て
き
た
彼
だ
っ

た
が
、
特
に
レ
ッ
ド
と
の
友
情
に
よ
っ

て
心
を
開
か
れ
て
い
く
の
だ
。

　

中
心
テ
ー
マ
は
「
希
望
」
で
あ
る
。

六
年
間
刑
務
所
図
書
館
の
た
め
に
毎
日

手
紙
を
書
き
続
け
る
こ
と
も
、
一
九
年

間
一
〇
セ
ン
チ
大
の
小
型
つ
る
は
し
で

壁
を
掘
り
続
け
る
こ
と
も
、
ア
ン
デ
ィ

が
抱
く
希
望
の
な
せ
る
業
だ
っ
た
。
刑

務
所
の
後
の
生
活
を
夢
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
彼
は
過
酷
な
生
活
に
耐
え
、

闇
の
力
に
麻
痺
さ
せ
ら
れ
ず
、
自
ら
の

尊
厳
を
見
失
わ
ず
に
い
ら
れ
た
。
ア
ン

デ
ィ
は
こ
の
希
望
を
仲
間
た
ち
に
も
伝

え
て
い
く
。
屋
上
の
ビ
ー
ル
も
、
空
か

ら
降
っ
て
く
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽

も
、
受
刑
者
た
ち
が
灰
色
の
日
々
の
中

で
「
人
間
の
心
」
を
取
り
戻
す
た
め
に

彼
が
仕
組
ん
だ
こ
と
だ
っ
た
。ア
ン
デ
ィ

は
「
人
の
心
に
は
ど
ん
な
力
に
よ
っ
て

も
奪
え
な
い
何
か
」、
つ
ま
り
「
希
望
」

が
あ
る
と
仲
間
た
ち
に
訴
え
る
。

　

パ
ウ
ロ
が
「
信
仰
、
希
望
、
愛
」（
Ⅰ

コ
リ
ン
ト
一
三
章
）
で
「
愛
」
に
与
え

た
位
置
が
、
本
作
で
は
「
希
望
」
に
与

え
ら
れ
て
い
る
と
さ
え
言
え
る
だ
ろ
う
。

諦
め
の
雰
囲
気
に
満
ち
た
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
希
望
の
も
つ
力
を
正
面
か
ら
描

い
た
本
作
が
、
日
本
で
も
世
代
を
超
え

て
愛
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

結
院
長
が
、
ご
自
分
の
関
わ
り
か
ら
、

関
西
学
院
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育

に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
（
写

真
参
照
）。

　

本
年
九
月
か
ら
は
、
神
学
部
の
柳
澤

田
実
准
教
授
が
、「
道
徳
性
の
進
化
と
宗

教
」
を
テ
ー
マ
に
R
C
C
キ
リ
ス
ト
教

講
座
を
担
当
さ
れ
ま
す
。「
道
徳
性
」
や

「
聖
な
る
価
値
」
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で

は
扱
っ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
を
、
脳
科

学
な
ど
実
証
的
な
科
学
が
対
象
に
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
柳
澤
准
教
授

は
、
こ
の
分
野
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ

て
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

『
シ
ョ
ー
シ
ャ
ン
ク
の
空
に
』（
1
9
9
4
年
、
ア
メ
リ
カ
）

R
C
C
主
任
研
究
員　

打
樋
　
啓
史

R
C
C
キ
リ
ス
ト
教
講
座

R
C
C
セ
ン
タ
ー
長　

水
野
　
隆
一

映
画
と
キ
リ
ス
ト
教
（
1
）


